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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトの作業課題は、近世・近代大阪の金融界を牽引した商家・廣岡家の
新発見史料を主たる検討素材として、両替金融がいかにして近代的な金融機関へと移行していったのかを解明す
ることであった。新たに発見された廣岡家伝来の史料（約3万点）については、2016年～2017年度中に全てを目
録化し、その概要を学界に向けて報告した。この作業によって明らかになった事実の内、特筆すべきは、廣岡家
（両替屋・加島屋久右衛門）の圧倒的な致富と明治以降への接続（1888年より加島銀行）である。加島屋は、諸
大名や江戸幕府に対して巨額の融資を行っていたが、その大部分は明治政府の発行する公債として継承されたの
である。

研究成果の概要（英文）：This project shed a light on newly founded historical documents of “Hirooka
 family”. Hirooka family, like Mitsui family, is well known financial intermediary in early modern 
Japan. Based on this documents, we tried to clarify the transition process from the face-to- face 
relational lending to the modern financial intermediates during the period of the “Western
Impact”. First, we introduced the outline of the historical documents above　in academic journal 
(“Mitsui Bunko Ronso”, 2018). Second, we investigate the management of Hirooka family both as a 
mere financial intermediary and as a modern banker. Then we found that (1) Hirooka family 
accumulated capital mainly through the lending to local lords during the late Tokugawa period (late 
18th century to early 19th century), and (2) the wealth of Hirooka family inherited to modern times 
in the form of government bonds, issued by Meiji government for compensating financial 
intermediaries’ claim against local lords. 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究プロジェクトの学術的意義は、近世・近代日本の金融市場を牽引した、豪商の代名詞とも言える廣岡家
の経営史料を発見・整理・分析したことにある。その結果、同じく豪商として著名な鴻池屋善右衛門（山中家）
を凌ぐ資産規模を廣岡家が有していたこと、その大部分が公債の形で明治以降も継承され、同家が加島銀行・大
同生命保険を創立する礎となっていたことを明らかにしたことは、近世・近代の金融市場の連続性を実証的に解
明した例として貴重である。
　また、このプロジェクトで発見・調査された歴史的史料は、大坂豪商・廣岡家の生活様式・風俗を物語る貴重
な物証でもあり、学術的意義を超えた一般への訴求力を持つものと評価できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2015 年 5 月、近世中期より続く吉野の林業家・岡橋家の旧宅（奈良県橿原市）より、近世・
近代大阪の金融界を牽引した商家・廣岡家（加島屋久右衛門・加島銀行・大同生命保険の創業
一族）の経営史料が発見された。これは第二次世界大戦中に大阪に戦火が及ぶことを恐れた廣
岡家が、姻戚関係にあった岡橋家の蔵に疎開させた文書の一部であり、近世・近代初期の経営
史料、家政史料が主である。本研究のメンバーは、廣岡家と岡橋家の承諾を得て、520mm×
385mm×260mm の文書箱にして約 30 箱分の文書史料を搬出し、この分析を突破口として、
近世大坂両替商による資本蓄積過程と、近代的金融機関への移行過程を分析するという、極め
て重要でありながら、史料的制約によって十分な検討が加えられてこなかった課題に取り組む
ことにした。 
２．研究の目的 
本研究は、近世大坂両替商による資本蓄積過程と近代的金融機関への移行過程を分析す

ることにより、我が国の経済が明治以降に急速な成長を遂げた背景を考察するものである。
近世大坂の大両替商は、幕末に向けて収益を低下させ、明治初頭の銀目廃止によって打撃
を受けたと一般的に理解されており、近世の金融市場と近代のそれとは断絶するかのよう
に描かれてきた。近年の研究によって、商人が利用する手形決済ネットワークが移行期に
おいても機能していたことが明らかにされているが、大両替商の動向については、依然と
して不明な部分が多く残る。そこで本研究は、近世・近代大阪の金融界を牽引した商家・
廣岡家の新発見史料を第一の検討素材として、両替金融がいかにして近代金融へと移行し
ていったのかを具体的に描き出すことを目指す。 
３．研究の方法 
本研究の作業課題は、大坂商人資本のなかでも別格の規模を誇った加島屋久右衛門と鴻池屋

善右衛門が、（A）近世期を通じていかにして資本を蓄積していったのか、（B）1873 年の藩債整
理において、その資本をいかに新旧公債へと移行したのか、そして（C）いかにして近代的金融
機関へと転身したのか、の 3点について分析を進めることにある。 
（A）について、具体的には両家の基幹事業たる大名金融の契約内容を精査すること、その収益
性を勘定帳簿より復元することが課題となる。（B）については、藩債整理の経緯について若干
の説明が必要である。明治 4年（1871）7 月の廃藩置県の詔書、そして同年 11月の県治条例に
よって、旧大名家の債務の処理問題は旧大名家から府県が引き継ぐことになる。同年 12月、大
蔵省は、藩債取り調べの上で一般処分方針を新政府が提示するとし、債権者との示談の中断を
各府県に指示し、さらに同日、明治 5年（1872 年）2月末までに負債本帳面と証書写し類の提
出を府県に求め、債権者たちにも資料の提出を求めている。そして 1873 年 3 月、新旧公債証書
発行条例が公布され、1844 年以前の融資は、全て帳消しとされ、それ以外は旧公債（1844 年か
ら 1867 年までに実現した融資、無利息 50 年賦で返済）と新公債（1868 年～1872 年までに実現
した融資、年利 4％、25年賦で返済）とに区別して処理する方針が提示される。おそらく明治
5 年の段階で加島屋が明治政府に提出したと思われる簿冊（計 8 冊）には、大名毎に整理され
た形で債権が列挙されており、新旧公債に振り分けられたものがチェックされている。この 8
冊の簿冊を精査することで、加島屋の旧大名宛債権の内、いかほどが新旧公債として引き継が
れたのかを正確に把握することができる。（C）については、1888 年に創立された加島銀行の経
営史料からの接近を試みるが、銀行へと至る具体的実像に迫ることのできる史料が、今回の新
出史料から出てくる保証はない。もちろん、発見される可能性も十分にあり得るが、期待する
史料が得られなかった場合には、豊富に存在が確認されている加島銀行の経営史料を精査し、
両替商時代の経営との異同を整理することで、両替商金融から近代金融への以降を叙述すると
いう本研究の目的を満たす予定である。 
４．研究成果 
新たに発見された廣岡家伝来の史料（約 3万点）については、2016 年～2017 年度中に全てを

目録化し、その概要を学界に向けて報告した。この作業によって明らかになった事実の内、特
筆すべきは、廣岡家（両替屋・加島屋久右衛門）の圧倒的な致富と明治以降への接続（1888 年
より加島銀行）である。加島屋は、諸大名や江戸幕府に対して巨額の融資を行っていたが、そ
の大部分は明治政府の発行する公債として継承されたのである。 
本プロジェクトの学術的意義は、近世・近代日本の金融市場を牽引した、豪商の代名詞とも

言える廣岡家の経営史料を発見・整理・分析したことにある。その結果、同じく豪商として著
名な鴻池屋善右衛門（山中家）を凌ぐ資産規模を廣岡家が有していたこと、その大部分が公債
の形で明治以降も継承され、同家が加島銀行・大同生命保険を創立する礎となっていたことを
明らかにしたことは、近世・近代の金融市場の連続性を実証的に解明した例として貴重である。 
 また、このプロジェクトで発見・調査された歴史的史料は、大坂豪商・廣岡家の生活様式・

風俗を物語る貴重な物証でもあり、学術的意義を超えた一般への訴求力を持つものと評価でき
る。 
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